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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したもので、９月定例会時点での内容です。

Ｑ　

電
気
代
な
ど
物
価
高
騰

に
苦
し
む
事
業
者
支
援
に
、

国
の
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
を
活
用
す
べ
き
だ

が
、
知
事
は
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
危
機
に
強
い
経
済
構

造
実
現
の
た
め
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
も
見
解
を
問
う
。

Ａ　

同
交
付
金
を
積
極
的
に

活
用
し
、
医
療
機
関
や
児
童

福
祉
施
設
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
の
補
正
予
算
案
を
追
加

提
案
し
た
い
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
が
続
く
中
、
危
機
に
強

い
財
政
基
盤
を
つ
く
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
９
月
補
正

予
算
に
は
、
中
小
企
業
の
新

技
術
・
新
製
品
開
発
支
援
や

「
あ
ま
お
う
」
栽
培
技
術
を

新
規
就
農
者
へ
伝
承
す
る
費

用
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
明

日
に
つ
な
が
る
投
資
に
よ
り
、

経
済
構
造
を
強
靭
で
持
続
可

能
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

子
ど
も
食
堂
に
対
す
る

県
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
の

取
り
組
み
を
子
ど
も
食
堂
と

連
携
し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

子
ど
も
食
堂
間
の
交
流

な
ど
を
目
的
に
「
福
岡
県
こ

ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
昨
年
５
月
に
設
立
さ
れ
、

県
も
立
ち
上
げ
や
広
報
に
協

力
し
た
。
ま
た
、
県
内
５
カ

所
の
「
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ

ス
」
支
援
員
が
子
ど
も
食
堂

を
順
次
訪
問
し
て
い
る
。
今

後
も
、
子
ど
も
食
堂
同
士
の

連
携
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
支

援
し
た
い
。
さ
ら
に
、
物
価

高
騰
が
運
営
を
圧
迫
し
て
い

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
必

要
な
支
援
に
向
け
た
補
正
予

算
案
を
追
加
提
案
し
た
い
。

　

一
部
の
子
ど
も
食
堂
で
実

施
し
て
い
る
食
育
や
農
業
体

験
な
ど
は
、
子
ど
も
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
育

む
上
で
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
多
く
の
子
ど
も
食
堂
で
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
。
具
体

的
な
実
施
内
容
等
は
青
少
年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
を
見
直

す
中
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

ワ
ン
ヘ
ル
ス
実
践
活
動

を
リ
ー
ド
す
る
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
（
ア

ジ
ア
獣
医
師
会
連
合
）
日
本

事
務
所
の
設
置
場
所
と
、
本

県
で
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ

大
会
の
成
功
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｖ
Ａ
日
本
事
務
所

の
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

場
所
を
で
き
る
だ
け
早
く
日

本
獣
医
師
会
に
提
案
し
た
い
。

　

同
大
会
が
本
県
で
開
催
さ

れ
、
獣
医
学
や
医
学
、
環
境

分
野
の
関
係
者
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。

農
林
水
産
物
の
ワ
ン
ヘ
ル
ス

認
証
制
度
に
関
し
て
は
、
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
認
証
農

林
水
産
物
を
披
露
す
る
と
と

も
に
、
食
材
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
で
全
国
初
の
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
県
民
参

加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
座

も
開
催
す
る
。
本
県
が
ワ
ン

ヘ
ル
ス
の
世
界
的
先
進
地
と

認
め
ら
れ
る
よ
う
、
大
会
成

功
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く
。

Ｑ　

最
低
賃
金
改
定
に
関

し
、具
体
的
な
金
額
を
示
し
、

国
に
提
言
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、知
事
の
考
え
を
尋
ね
る
。

Ａ　

県
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
生
活
保
護
費
の
保
護
基
準

と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
た
上

で
、
具
体
的
な
目
標
額
を
設

定
し
て
国
に
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
提
言
し
て
き
た
。

平
成
30
年
度
に
当
時
の
目
標

額
８
０
０
円
を
達
成
し
た
後

は
、
全
国
平
均
１
０
０
０
円

以
上
と
い
う
目
標
を
国
に
求

め
て
き
た
。
現
在
、
政
府
に

お
い
て
も
同
じ
目
標
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

１
０
０
０
円
以
上
の
達
成
を

目
指
し
、
着
実
な
引
き
上
げ

を
行
う
よ
う
国
に
求
め
て
い

く
。
県
内
の
雇
用
を
支
え
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
対
し
、
生
産
性
の
向
上
や

取
引
条
件
の
改
善
、
さ
ら
に

国
の
「
業
務
改
善
助
成
金
」

の
積
極
的
活
用
な
ど
を
支
援

し
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の

環
境
を
整
え
て
い
く
。

Ｑ　

手
話
通
訳
者
は
担
い
手

が
少
な
く
、
減
少
し
て
い
く

見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
現
状

と
原
因
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
育
成
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

手
話
通
訳
者
の
派
遣
要

請
増
加
で
、
全
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
困
難
な
状
況
。
県
で

は
育
成
に
向
け
、基
礎
・
応
用
・

実
践
の
３
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ

５
カ
月
課
程
の
研
修
を
実
施

し
て
き
た
。
ほ
ぼ
定
員
の
20

人
の
受
講
が
あ
る
が
、
登
録

試
験
の
難
易
度
が
高
く
直
近

合
格
者
は
３
人
。
今
後
は
、

丁
寧
な
実
技
指
導
が
で
き
る

少
人
数
研
修
を
実
施
し
て
合

格
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。
ま
た
、

報
酬
の
低
さ
も
手
話
通
訳
者

が
少
な
い
一
因
の
た
め
、
同

時
通
訳
な
ど
高
レ
ベ
ル
の
技

術
習
得
を
支
援
し
、
高
い
報

酬
を
得
る
人
材
育
成
に
努
め

た
い
。
さ
ら
に
、
県
内
の
福

祉
を
学
ぶ
大
学
生
に
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
方
が
手
話
通

訳
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
経
験
や
思

い
を
伝
え
る
研
修
会
を
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

経
験
豊
か
な
社
会
人
の

積
極
的
採
用
な
ど
、
今
後
の

教
員
採
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

多
様
な
専
門
性
を
持
つ

社
会
人
の
採
用
は
、
学
校
教

育
に
お
け
る
新
た
な
課
題
へ

の
対
応
の
た
め
に
効
果
的
な

方
策
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
た
め
、
採
用
試
験
の
年
齢

制
限
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
中
・
高
校
の

理
科
、
英
語
、
情
報
等
に
つ

い
て
は
、
専
門
職
経
験
者
の

特
別
選
考
を
実
施
し
、
１
次

試
験
を
免
除
す
る
こ
と
で
社

会
人
の
受
験
を
し
や
す
く
し

て
い
る
。
大
学
や
企
業
と
連

携
を
深
め
、
特
別
免
許
状
の

活
用
に
よ
り
社
会
人
の
受
験

を
促
す
取
り
組
み
や
県
内
外

の
学
生
へ
の
情
報
発
信
を
強

化
す
る
と
と
も
に
大
学
の
推

薦
に
よ
る
特
別
選
考
の
実
施

を
検
討
す
る
な
ど
質
の
高
い

教
員
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

髙
橋  

義
彦  

（飯塚市・嘉穂郡）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

新
井  

富
美
子  

（久留米市）

Ｑ　

Ｄ
Ｘ
推
進
は
行
政
組
織

改
革
の
意
識
を
持
ち
、
全
庁

を
挙
げ
て
推
進
す
べ
き
だ
。

知
事
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

３
月
に
策
定
し
た
福
岡

県
Ｄ
Ｘ
戦
略
で
は
、県
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
単

な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
業
務
そ
の
も
の
や

組
織
、
風
土
の
変
革
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
押
印
の
義
務
付
け
廃
止

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

対
象
拡
大
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
検
討
な
ど
、
県
民
の

負
担
軽
減
や
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
前
例
や
勘
、
経
験
に

頼
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
デ
ー

タ
や
根
拠
に
基
づ
く
施
策
立

案
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
」
へ
と
大
き

く
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
研
修
を
強
化
し
、

企
画
・
地
域
振
興
部
と
各
部

局
の
連
携
の
下
、
県
保
有
の

デ
ー
タ
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

を
積
極
的
に
活
用
し
、
専
門

家
の
知
見
も
取
り
入
れ
、
政

策
・
施
策
を
立
案
す
る
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。

Ｑ　

不
妊
治
療
を
受
け
や
す

い
環
境
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

不
妊
治
療
を
受
け
な
が

ら
安
心
し
て
働
き
続
け
る
環

境
の
整
備
が
必
要
。
子
育
て

応
援
宣
言
企
業
に
、
不
妊
治

療
の
内
容
や
職
場
で
の
配
慮

ポ
イ
ン
ト
、
休
暇
制
度
等
の

導
入
事
例
を
紹
介
し
、
不
妊

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に

取
り
組
む
よ
う
促
し
て
き
た
。

　

４
月
か
ら
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
が
開
始
さ
れ
、
治
療

希
望
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
今
後
は
、
県
と
経
済
団

体
等
で
構
成
す
る
「
福
岡
県

女
性
の
活
躍
応
援
協
議
会
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
福
岡
労

働
局
の
企
業
説
明
会
等
を
活

用
し
、
不
妊
治
療
に
利
用
で

き
る
休
暇
制
度
の
整
備
な
ど

に
多
く
の
企
業
が
取
り
組
む

よ
う
働
き
か
け
る
。

Ｑ　

発
達
障
が
い
者
、
特
に

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
方
へ
の
障

が
い
者
雇
用
拡
大
事
業
の
広

報
や
機
能
強
化
を
問
う
。

Ａ　

本
事
業
で
は
、
障
が
い

者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
障
が
い
者
全
般
を
対
象
と

し
た
就
労
支
援
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
障
が
い
者
法
定
雇

用
率
は
こ
の
手
帳
を
持
つ
方

の
み
を
算
入
す
る
た
め
、
企

業
の
採
用
は
手
帳
を
持
つ
方

が
優
先
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

本
事
業
で
は
昨
年
度
６
９
３

人
が
利
用
登
録
し
、
２
６
３

人
の
就
職
に
至
っ
た
が
、
手

帳
を
持
た
な
い
方
の
登
録
は

37
人
で
、
就
職
に
至
っ
た
の

は
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

手
帳
の
有
無
を
問
わ
な
い

同
事
業
の
特
徴
を
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、
チ
ラ

シ
等
の
配
布
で
求
人
企
業
や

求
職
者
の
理
解
を
深
め
る
。

一
人
一
人
の
得
意
分
野
や
適

性
を
企
業
側
に
丁
寧
に
伝
え

る
こ
と
で
、
手
帳
を
持
た
な

い
方
の
就
労
支
援
の
強
化
に

努
め
る
。
さ
ら
に
、
国
に
対

し
、
手
帳
の
有
無
に
よ
ら
な

い
障
が
い
者
雇
用
率
制
度
の

確
立
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

公
明
党

公
明
党

壹
岐  

和
郎  

（北九州市小倉北区）

Ｑ　

肥
料
や
飼
料
な
ど
農
業

分
野
の
物
価
高
騰
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

化
学
肥
料
や
飼
料
は
、

原
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
、
価
格
の
高

騰
に
よ
っ
て
農
業
経
営
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

生
産
者
を
支
え
る
と
と
も

に
、
リ
ス
ク
に
強
い
体
制
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
に
必
要

な
予
算
を
今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
。

　

県
が
、
国
に
先
駆
け
打
ち

出
し
た
肥
料
価
格
高
騰
対
策

は
、
国
も
新
た
な
対
策
を
示

し
た
た
め
、
国
の
肥
料
購
入

助
成
の
要
件
で
あ
る
２
つ
の

化
学
肥
料
低
減
の
取
り
組
み

を
上
回
る
取
り
組
み
を
実
施

す
る
農
業
者
に
対
し
、
県
独

自
の
上
乗
せ
助
成
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
の
経
営

継
続
を
図
る
た
め
、
配
合
飼

料
等
の
購
入
に
対
す
る
助
成

を
県
独
自
で
新
た
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
配
合
飼
料
原

料
の
自
給
率
向
上
に
向
け
、

収
穫
機
や
飼
料
用
粉
砕
機
な

ど
生
産
・
加
工
に
必
要
な
機

械
の
導
入
を
支
援
し
た
い
。

Ｑ　

中
小
企
業
へ
の
物
価
高

騰
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

雇
用
の
８
割
を
担
う
本

県
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ

る
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

策
は
、「
事
業
継
続
の
支
援
」

と
危
機
に
強
い
経
済
構
造
の

実
現
、
い
わ
ば
「
明
日
に
つ

な
が
る
支
援
」
の
２
つ
を
柱

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
議
会
で
は
、「
事
業
継

続
の
支
援
」
と
し
て
、
県
制

度
融
資
に
保
証
料
を
全
額
県

が
負
担
す
る
「
物
価
高
騰
特

別
枠
」
の
創
設
や
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
エ
コ
タ
イ
ヤ

購
入
に
対
す
る
助
成
制
度
の

創
設
な
ど
を
、「
明
日
に
つ

な
が
る
支
援
」
と
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

生
産
性
向
上
に
必
要
な
設
備

導
入
に
対
す
る
支
援
拡
充
や

新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
に

対
す
る
助
成
、
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
低
コ
ス

ト
化
製
品
開
発
促
進
の
た
め

の
機
器
整
備
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
９
月
補
正
予
算
で
お
願

い
し
て
い
る
。

Ｑ　

障
が
い
の
あ
る
方
が
利

用
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
状
況
と
情
報
発
信
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
立
ス

ポ
ー
ツ
施
設
全
11
カ
所
で
、

多
目
的
ト
イ
レ
設
置
や
競
技

場
入
口
の
段
差
解
消
等
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
ア
ク
シ
オ

ン
福
岡
や
筑
豊
緑
地
テ
ニ
ス

場
な
ど
で
は
、
競
技
用
車
い

す
な
ど
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
用

具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

る
。
市
町
村
施
設
で
は
、
車

い
す
で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ

が
整
備
さ
れ
て
い
る
施
設
が

約
６
割
、
競
技
場
入
口
の
段

差
解
消
を
し
て
い
る
施
設
が

約
５
割
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

県
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
く
お
か
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
な
ど
で

発
信
し
て
い
る
。

緑
友
会

緑
友
会

田
中  

大
士  

（福岡市西区）


